
 

 

学校だより 

校 長 水口  拓 

 寒い日が続きますが、２月上旬には立春を迎え、暦のうえでは春になりました。季節の

変わり目を節分と言いますが、節分には豆まきをして無病息災を祈ります。先日の校長訓

話では、子どもたちに、「心の中にある、鬼を追いはらうという意味で豆まきをする」こと、

そして「自分の年齢の数だけ豆を食べることで悪い心を追いはらう」ことを話しました。

豆まきに欠かせない鬼ですが、赤鬼、青鬼だけでなく、黒鬼、緑鬼、黄鬼と全部で５色に

分かれており、その色は次のとおり人間の欲求を象徴しているのだそうです。 

色 人間の欲求 豆 を ま く こ と で 得 ら れ る 効 果 等 

赤 鬼 貪欲、欲望 全ての悪い心の象徴で、悪い心を取り除くために豆をまく。 

青 鬼 怒り、憎しみ 自分自身に豆をまくことで、徳を呼び込む。 

黒 鬼 疑いの心 いやしい気持ちを追いはらい、豆をまいて平穏を願う。 

緑 鬼 不健康、倦怠 不摂生を反省し、健康を願って豆をまく。 

黄 鬼 後悔、甘え 自己中心的な甘えを反省し、豆をまく。 

鬼の色によって豆をまく効果があるとは驚きですね。 

皆さんは何色の鬼に豆をまきましたか？ 

＜主な行事予定＞ 

日 曜日 ２月の主な学校行事 日 曜日 ３月の主な学校行事 

２ 月 委員会活動⑩ ２ 月 委員会活動⑪ クラブ活動⑪ 

４ 水 なわとび集会（昼休み） ５ 木 ６年生を送る会（参観日） 

５ 木 全校朝会（校長訓話） 
６ 金 

通学班会 
１・２年生４時間授業 
３～６年生５時間授業 ７ 土 中島地区福祉大会（１年生発表） 

９ 月 職員会議⑪ ８ 日 中島文化祭（５・６年生道具踊り） 

10 火 いじめ０の日 全校朝の会 10 火 いじめ０の日 

11 水 建国記念の日 11 水 お別れ遠足 定時退勤日 

12 木 定時退勤日 12 木 遠足予備日 

13 金 
プレジョブチャレ 

「夢わく Workフェスタ」（６年生） 

20 金 春分の日 

23 月 
卒業式準備（３～５年生）５校時 

午後停業（１・２・６年生） 16 月 クラブ活動⑩（ロング･３年生見学） 

18 水 新入学児説明会（午前） 24 火 卒業式 

19 木 
中島中学校説明会（６年生） 

大学生によるネットモラル授業(１･２年生) 

25 水 修業式 

26 木 学年末休業（～31日） 

23 月 天皇誕生日 30 月 離任式 

24 火 中島っ子を守り育てる会 
 

25 水 
フリー参観日（親子スポーツ） 
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【中島っ子わくわく劇場 がんばりました！】 
１月 24日（土）に中島総合文化センターにおいて「中島っ子わくわく劇場」を開催しま

した。保護者の皆様をはじめ、地域の方々、来賓の皆様にもお越しいただき、会場を盛り

上げていただきましたこと、紙面を借りてお礼申し上げます。校長挨拶でも申しあげまし

たが、子どもたちは、よく頑張りました。大好きな中島をアピールするために台本を考え、

せりふを覚え、表現力を磨き、堂々と演技をしました。本番に向けた取組は、子どもたち

を大きく成長させる貴重な経験であり、中島以外の小学校では得ることができない財産で

す。中島ならではの教育活動が代々引き継がれていることのありがたさを感じました。 

また、中島ウィンドブラスの皆さんの協力で、素晴らしい演奏が聴ける環境にあること

も、子どもたちには貴重な経験となっています。出演していただいた皆さんに感謝です。 

子どもたちの活躍を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

仕事の休憩中にみかんを食べようとしたおじいさんが、うっかりみかんを転がしてしま

します。そのみかんは、かわいいネズミたちが拾っておじいさんと楽しい時間を過ごしま

す。もちろん欲張りなおじいさんも登場します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中島小の子どもたちをつかまえた魔法使いから、魔法を解いて子どもたちを救い出そう

と家来たちは戦います。最後は観客の大きな拍手で魔法を解くことができます。そして、

魔法にかからないためのおまじない「中島大好き！」を会場のみんなで一斉に唱えます。 

 

 

 

 

 

 
 

文化センターのステージに
立ったとき、とてもきんちょうしま
した。さいしょはすごくドキドキし
ていたけれど、げきをやってい
るとそのドキドキが少しずつなく
なっていきました。やっていてと

ても楽しかったです。  
2年生 

1年生 「みかんころりん」 

２年生 「子どもたちをすくえ！」 

全校合唱 「音楽のおくりもの」 

さいしょはきんちょうしそうで
したが、そうでもありませんでし
た。うたもずれないでうたえまし
た。大きなミカンをはこぶとき、
みんなにミカンが見えるように
できてうれしかったです。「こし
が・・・」もたのしくみぶりをつけ
ていえました。        1年生 



留守番をしている４人の子どもを襲うためにイノシシが、きれいな声になる薬を使った

り、毛をそってきれいな腕にしたりして、作戦に成功します。買い物から帰ったお母さん

がイノシシに飲み込まれた子どもたちを助けるというお話です。 

 

 

 

 

 

 

 

中島のカリスマが登場します。柑橘のカリスマ、トライアスロンのカリスマ、船とサバの

カリスマ、チャイムと歌のカリスマ、ダンスとギャルのカリスマ、幽霊のカリスマまでも？

中島のいいところを取り上げて、５年生全員が持ち味を発揮した楽しい劇になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

ごみのポイ捨てが原因で海面が上昇してしまいますが、そのことを反省してゴミ拾いや

リサイクルに取り組み、本来の美しい島を取り戻します。島の環境について考えさせられ

る劇になりました。さすが６年生、一人一人の演技力、表現力も抜群でした。 

  

 

 

 

 

 

 

  

「ロッキーのテーマ」「ルパン三世メ 

ドレー」「こっちのけんとメドレー」の 

演奏がありました。メンバーの中には中 

学生や小学生も加わっていて、中島の未 

来に続くブラスバンドグループだと感じ、 

とても感動しました。ブラボー！！！ 

わくわくげき場は楽しみでしたが、本
番まではとてもきんちょうしました。みんな
で協力してがんばったので、本番では、
楽しいげきができました。げきの中で、み
んなを笑わせることができたところが、と
てもウキウキして楽しかったです。 

                         4年生 

最初に開会宣言をしました。そして、５年
生はトップバッターなのですごく緊張しまし
た。だけど、最初から笑ってくれてうれしかっ
たです。自分もミスをせずやりとげることが
できました。他の学年の劇もおもしろかった
です。来年は６年生になるので、今年よりも
がんばりたいです。              5年生 

 今年のわくわく劇場で最後だ
ったので、みんなで全力を出して
頑張りました。みんなに楽しんで
もらうことができて良かったです。

来年はぜひ、観客としてわくわく
劇場を見たいです。 

                 6年生 

３・４年生 「イノシシと 4人の子ども」 

５年生 「ナカジマックス」 

６年生 「山の中のなかじぃ」 

中島ウィンドブラスの演奏 



【第２４回瀬戸内海俳句大会で表彰されました！】 
１月 25日（日）に中島総合文化センターにおいて、 

瀬戸内海俳句大会の表彰式がありました。応募総数は 

小学生 214句、中学生・高校生 175句、一般 800句、 

計 1189句の中で、中島小学校からは次のとおり２名 

の児童が表彰されました。選者の松本勇二先生の選評 

を合わせて紹介します。 

              

 

 

 

              

 

 

 

「俳句で町興しを」と企画されて始まったのがこの俳句大会だそうです。歴代の俳句大

賞の受賞者の中には、中島小学校の保護者の方もいらっしゃると聞きました。歴史のある

俳句大会だと感じました。また、大会実行委員長の八木健氏は、「島だからこそ独自性の

ある暮らしのスタイルがあるわけで、島に生活する素晴らしさや瀬戸内の自然の豊かさに

気づいて俳句に詠むことの意義を感じていただければ嬉しいです。」と述べられています。

今後さらに素晴らしい大会として引き継がれていくことを願っています。 

【見守りボランティア お世話になります】 
毎日、徒歩通学児童の登校の見守りをしていただいている見守りボランティアの方々を

紹介します。いつもふれあいセンター横の横断歩道を横断する大浦及び小浜地区児童の通

学を見守っていただいています。暑い日も寒い日も、いつも本当にありがとうございます。 

 

 

 

なお、来年度４月からは、新たに能田光晴さんがボランティアメンバーに加わっていた

だく予定です。よろしくお願いします。学校だよりでもお願いをしていますが、引き続き、

見守りボランティアを募集しておりますので、ご連絡をお待ちしております。 

 

 

 

 

〈優秀賞〉セミの声 なんだなんだと 響きけり  ５年 小立 龍輝 

〈選評〉   セミの声をうるさく感じたり逆に少しさみしく感じたり、という句はよく見 
かけます。ところがこの句では「なんだなんだと」言っていると書いていま 
す。この「なんだなんだ」がとても新鮮な一句に仕上げました。そして、セ 
ミがまるで人間のように思えてくることもこの句の魅力です。作者の豊か 
でおおらかな感性をたたえます。 

 
〈入選〉イノシシよ 落ちたみかんだけ 食べてくれ ６年 土井 翔喜 

〈選評〉   蜜柑農家を兼業している友人が、「イノシシが蜜柑を食べてこまる。背 
が届くところはみんな食べている。」と言っていたのを思い出しました。せ 
めて、「落ちたみかん」だけ食べてくれたらなと思う作者です。切実ながら 
どこかユーモアがあるのは、しゃべり言葉のせいなのでしょう。 

笹野 英樹さん、新谷 孝子さん、俊成 啓子さん、俊成 志朗さん 

富永みつえさん、富永 光江さん、濱田久美子さん、平兼  昇さん 

松本 晴司さん、宮内 幸信さん、山本恵理子さん （あいうえお順） 

本校児童が愛媛新聞（１月 14 日）に掲載されまし
た。これは、愛媛新聞が発行 150 周年を記念して市町
ごとに掲載をしており、１月担当は松山市とのこと。 
 児童のほかにも、中島の関係者からは、田房弥三秀
さん（１月６日）、長田龍一さん（１月 26日）、中島中
学校の門野絢奈さん（１月 30 日）が登場しましたの
で、どうぞご覧ください。 


